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本研究では、新規無機イオン交換体であるチタン酸スズ(TiSnA)を合成し、デブリ中に高濃度含有されてい

るとされる鉄（Fe）、ニッケル（Ni）、モリブデン（Mo）と放射性物質であるルテニウム（Ru）、ロジウム

（Rh）、パラジウム（Pd）に関する吸着試験を行うことで選択性を調査した。 
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1. 緒言 

東日本大震災に伴う福島第一原発の事故において、デブリ（放射性廃棄物を含有するガレキ等）が生成

し、この処理法をみつけることが課題となっている。無機イオン交換体は、高い耐熱性及び耐放射線性を

有しており[1]、既に高レベル放射性廃棄物の吸着分離技術として活用されている[2]ため、デブリの処理に

おいても期待されている。 

本研究では、新規無機イオン交換体であるチタン酸スズ(TiSnA)を合成し、デブリ中に高濃度含有されて

いるとされる鉄（Fe）、ニッケル（Ni）、モリブデン（Mo）と放射性物質であるルテニウム（Ru）、ロジウ

ム（Rh）、パラジウム（Pd）に関する吸着試験を行うことで選択性を調査した。 

2. 方法 

2-1. 無機イオン交換体の作成 

SnCl4・5H2O と TiCl4を比率 1：1 モルで混合した後、加水分解した。母液中（60℃）で沈殿を 1 晩熟成

し、遠心分離・洗浄・乾燥後（80℃）、粉砕(100～200 mesh)して TiSnA を得た。得られた TiSnAを、X線

回折法（Rigaku製MiniFlexII）により解析した。 

2-2. 吸着試験 

TiSnA 0.1 gを精秤し、塩酸濃度が 0.03、0.1、0.3、1、3 mol/Lである 1.0×10-4 mol/Lの Pd2+、Rh3+、Ru3+、

Fe3+、Ni2+、Mo6+溶液をそれぞれ 10 mL入れた。24、48時間後に溶液を 1 mL分取して、イオン交換水を加

え 10 mLとした試料溶液を ICP発光分光分析（日立ハイテク製 SPS3500 DD）により各濃度を求め、吸着

性能を評価した。 

3. 結果および考察 

TiSnA は、Fe の吸着率が最も高く、白金族元素では Ru が比較的よく吸着した。耐放射線性を有する無

機イオン交換体である TiSnA は、デブリ処理において白金族元素を吸着でき、デブリに多く含有している

と考えられる Feを取り除くのにも有用であることが示された。 
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